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Abstract
　This paper is a practical report of Yamagata University's Japanese culture class 
conducted between the academic year of 2004/05 and 2007/08. The course has been 
developed as an experience-based culture learning program which can be taken by 
international students regardless of their level of proﬁciency in Japanese. It aims to 
provide students with the opportunity to understand aspects of Japanese culture 
such as tea ceremony, zazen, and local festivals, not as knowledge but as actual 
experience. The program features hands-on experience by taking advantage of local 
resources in a relatively inexpensive way. Volunteers and local specialists make a 
vital contribution to the program by providing us with invaluable help and support. 
Each activity is an excellent opportunity for students to meet the locals and 
communicate in Japanese with them. The questionnaire results show that the 
students are largely content with the program, appreciating it as an eﬀective means 
of helping them adjust to the Japanese way of life. Finally the paper discusses 
challenges for the program, such as respecting students' cultural backgrounds, how 
to deal with the increasing number of students, the way not to overburden 




















































8 文翔館 自転車10分 無　料 文翔館ボランティアガイド
2 茶道 8 清風荘宝紅庵 徒歩　10分 茶　菓500円
茶道師範、清風荘
職員
3 温泉 8 蔵王大露天風呂 車　　40分 450円 大学事務職員
4 平清水焼き 8 七右衛門窯 自転車20分 900円 窯元店主
5 けん玉 6 教室 ― 無　料 山形けん玉友の会会員






7 日本の歌（カラオケ） 6 七日町 自転車10分 500円 ―
8 日本の歌（練習） 5 教室 ― 無　料 ―





10 折り紙、カルタ、福笑いなど 5 教室 ― 無　料
大学事務職員、日
本人学生
11 詩吟 3 教室 ― 無　料 詩吟師範














































































































































































































































るのは、「現場で／実際に体験できた／the ﬁrst-hand experience with Japanese culture」
「普段／この授業以外では／1人では体験できない内容だった／the only opportunity for 
foreign students to explore the Japanese culture」のように、他では得られない直接の体
験だったこと、「日本の伝統文化に触れる機会だった」「日本について知らなかった部分も
知ることができた」「日本に対して前より理解できた」‘… through this class, I learn to 
appreciate Japanese way of life and respect their culture. Hence, it guides me in how to 




















1 茶道 27 8
2 蔵王大露天風呂体験 23 8
3 こけし絵付け 19 6
4 座禅 17 5
5 文翔館 15 8
6 かみのやまゆかた祭り 14 2
7 日本の歌（カラオケ） 13 6
　上記の項目を選んだ理由としては、各々、次のようなものが挙げられている。
　「茶道は日本の昔の礼儀というか、それについて知ってよかったと思う」（韓国）、‘Onsen 





　また、複数の項目に共通する理由として、‘All of these are experiences that are inherently 
Japanese in nature but that I would not be experiencing if I didn't attend this class.’（フィ
ンランド）、‘It was my ﬁrst time to encounter (experience) those things and I really admire 































②担当教員の自然体での取り組み方を評価するもの：‘Excellent, especially the communication 
skill of Yu Sensei’（バングラデシュ）、‘… gratitude goes to Professor Yu Ming-Huang, 
who makes the course really enjoyable’（バングラデシュ）、「先生はカリキュラムをよく
アレンジした」（中国）
③教室の外に出たことを評価するもの：「本や普通の授業などでは、体験できなかった分
野についても学べることができて良かったと思います」（韓国）、‘Here in this class, 
we really come to the place and not just discuss it inside the room’（フィリピン）
④異文化理解、異文化適応のきっかけになったとするもの：「教科書では分からない、な
かなか感じられない、日本文化を体験することで日本の文化を分かち合うことができ、
日本生活になれるよう役に立ちました。」（韓国）、‘I think that I'm happy to have 
taken Japanese culture class because that is helping me to get slowly integrated in 
Japanese society’（ベナン）、‘It is an eﬀective means of helping foreigner students 
adjust to the culture shock which they face or experience in Japan’（シエラレオネ）、
‘Japanese culture class brings the foreigner students to know much more about the 




or homestay can touch with Japanese family style’（ミャンマー）のような具体的な案（4．4.
に類するもの）、②「週末か祭日に集中的講義があれば、山形市外もっと遠いところへ行ける」
（中国）、‘If possible more ﬁeldtrip could be added’（バングラデシュ）、‘it would be nice 
someday to go somewhere further, outside Yamagata, though it ought be expensive’（ラト
ビア）など遠出を望む声、③「日本の学生といっしょに体験するようになったらいいなと
思います」（韓国）、‘How about experiencing Japanese culture together with Japanese 
students, somehow it is interesting to hear how young Japanese people appreciate their 
76
地域のリソースを活かした日本文化体験授業　尤・黒沢
own culture. We used to go to diﬀerent places on ourselves (all foreign students), and the 
people explaining to us are all elderly Japanese people’（フィリピン）のように、日本の学
生とともに活動することを望む声、④「体験だけではなくその体験に対する背景や知識を
もっと知ることができれば、理解が深まることができると思います」（韓国）、‘It will be 
better if the foreign students are provided with a good text-book of Japanese culture’（バ
ングラデシュ）のように、しっかりした背景知識や教材を求める要望などがあった。
　①の日本人宅訪問は、交流行事の一環として、また、「多文化交流」のグループ活動と
しても行われている。また、②に相当するものには、大学全体の留学生を対象とした実地
見学旅行や人文学部留学生のための近県への旅行がある。さらに、③の日本人学生との協
働は、「多文化交流」で行われており、一定の日本語力があれば短期留学生や研究生にも
参加できる。しかし、④こそは、他で補うことのできない、本プログラムにとって最大の
課題の一つと言える。資料の配布や現場での説明だけでは足りない、体験の裏打ちとなる
ようなまとまった知識を求める学生がいるということである。文化体験が楽しければ楽し
いほど、もっと深く知りたいという気持ちが芽生えるのは自然だとも思われる。
　一般の講義と異なり、文化体験は時間内にすべてを終わらせるのは難しいことが多い。
移動の時間を別として、残った2時間ほどは講師の挨拶、学生の自己紹介、準備、手順な
どの説明、活動、写真撮影、後片付けなどで手いっぱいになりやすい。中心となる活動や
作業を進めることに追われ、じっくり、その活動の意味や背景まで考えている余裕がない
のである。しかし、それでは、ただ楽しかったという体験だけに終わってしまいかねない。
今後は、言語の問題を克服しながら、教員と専門家による講義の時間を適宜設け、独自の
教材を開発していくことが課題であると考えている７。
５．特徴と問題点及び今後の課題
　第5節では、まず本プログラムの特徴をまとめ、「実現しやすさ」と「効果」という観点
から考察し、最後に問題点と今後の課題について述べたい。
５．１．本プログラムの特徴
　「日本文化」の授業の特徴を整理してみると、第一に、知識優先でないこと、主として
教室を出て実際に自分で何らかの活動を行う体験型だということが挙げられる。第二に、
体験中心であることによって、日本語が十分でなくても、また媒介語にそれほど頼らなく
ても済む。第三に、山形の豊かなリソースを活かしている。この授業に欠かせないのが人
的リソース、すなわち協力者の存在である。地域のボランティア、お寺の住職など、様々
な方に支えられて、この授業が成り立っている。そして、社会的リソースとして、大学か
ら徒歩や自転車で行ける距離にある山形県郷土館（文翔館）、茶室・庭園（清風荘宝紅庵）、
７ 松下他（2005： 105）では、講義と体験学習の組み合わせである「金沢学」のアンケート調査で、少数ながら講義
を聞くことが不満の理由として挙げられているという。学生の日本語力に配慮し、事前学習の工夫を考える必要が
述べられている。
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窯元（七右衛門窯）、寺（常林寺）などは、ヴァーチャルな仮想空間ではなく、実際にそ
こに身を置くことによって、五感を働かせて、歴史やそこで培われてきた伝統的なものの
見方を感じ取ることのできる場所を提供している。第四に、当初、特別な授業補助のない
形で始まったこともあり、できるだけ学生に経済的な負担のかからないようにする必要が
あったため、少額の費用で実施可能なものを選んできた。その結果は、必ずしも経費をか
けなくても、さまざまな工夫により、このような文化体験が実現できるということを示し
ている。一方で、そのために協力者に負担をかけることがあったことも否めない。一定の
補助がこうした問題の解決に役立つと考えられる。第五に、このような必要から始まった
授業が自然に地域交流になり、場合によっては、留学生の地域に対する貢献にもなる、と
いうことも大きな特徴の一つと言えるだろう。以上の特徴を図1に示す。
図1　日本文化体験授業の特徴
５．２．実現しやすさと継続可能性
　日本文化体験授業では、3回に2回は外へ出る。外へ出るためには、そして、それが継続
できるものであるためには、実現しやすいものでなくてはない。実現しやすくするために
は、場所・交通手段、移動・活動時間、経費、協力者などを考慮することが必要である。
　第一に、場所は、公共交通機関の発達した大都市圏のような便利さは望めないため、な
るべく、大学の近くで、自転車か徒歩で行けることが望ましい。次善は、電車やバスだけ
で行けるところである。第二に、この授業は、毎週二コマ（180分）とってあるが、移動
も含め、その時間内にできることが望ましい８。特別なイベントは別であるが、それでも、
８ 岡山大学における文化体験型の日本事情では、移動を除いた見学・体験そのものに、ほぼ2コマ相当の時間が当て
られている。（岡2005）
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半日がかり、一日がかりのものは、頻繁にはできない。第三に、経費面で、学生の負担が
あまり大きくないものでないと、参加が難しくなる。第四に、本プログラムは、協力者な
しにはできないものがほとんどである。協力者に負担がかかるようだと、長続きはしない。
第三・第四の問題については、専門家による講義を取り入れることとも関連するが、経費
面での措置も必要である。
５．３．授業の生む効果
　「日本文化」という名前の授業ではあるが、学生たちは、伝統文化からかなり新しい地
域のイベントまで、色々な体験をする。この一連の体験授業には、様々な効果がある。ま
ず、学生は、文化を知識としてではなく、何らかの形で体験し、それが異文化理解のきっ
かけにもなっている。そして、外に出て行くことから、多文化を背景とする学生同士が、
また学生が地域の人々と交流する機会にもなっている。その際、コミュニケーションには
日本語を使うので、教室で習った日本語を実際に運用するチャンスにもなる。また、地域
イベントに参加すると、地元のニュースに取り上げられ、山形大学の留学生の広報活動に
なるという効果もある。そして、時には、留学生が講師になったり、料理を教えたりする
ことで、小さいながらも地域貢献に携わっている。このように、この体験授業には、教室
から出たことによって、教室で学んでいるだけでは得ることのできない、様々な副次的な
効果が生まれているということができる。「効果」の各要素を図2に示す。
図2：文化体験授業のもたらす効果
５．４．問題点と課題
　本プログラムには、その効果と同時にいく
つかの問題点もある。本節では、問題点とプ
ログラムの抱える課題について考えてみたい。
⑴ 参加者の文化的背景への配慮
　本プログラムで注意すべき点としては、学
生は様々な文化的背景を持っており、実施に
当たって、それが障壁にならないよう、また
問題がある場合は、強制にならないよう、配
慮しなければならないということがある。温
泉は、人前で裸になる習慣のない国から来た
学生にとっては、心理的抵抗もある。イスラム教徒のように宗教上の制約がある場合もあり、
強制はしていない。日本の歌（カラオケ）や詩吟は、一見問題がなさそうだが、ある国の
イスラム教徒の女性は歌うことは禁じられていると言い、聞くだけの参加になった９。座
禅は、呼吸法・健康法としての側面も持つが、本来宗教的なものであり、読経を聞いたり
儀式として仏像を拝んだりすることは、他教の宗教心の厚い者にとっては問題になろう。
９ 厳格なイスラム法の考え方では、感情に働きかける娯楽のための音楽や信徒の本分を忘れさせる歌は禁止行為であ
るとされる。
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しかし、文化上の壁があるからといって、初めから採り入れないというのではなく、その
積極的な意義を認め、経験の機会は提供するという方針で行っている。いずれも問題のあ
る場合には代替的な参加方法（見学など）を考えている。
⑵ 参加者数増加への対処
　「日本文化」への参加者は、開始当初の数名から2007（平成19）年度前・後期の10名へと、
年を追って増えており、人数が増えたことによる問題も生まれつつある。自転車や公共交
通機関が利用しづらい場所への移動手段は公用車であるが、2台以上運転するには、担当
教員以外に事務職員などの応援が必要で、それが業務への過重な負担となることを避けな
ければならない。また、時間のかかる内容の実施方法にも見直しが必要となってきている。
例えば、着付けは、ひとりひとりに着物を着せるにはかなり時間がかかるため、参加者が
増えた2007（平成19）年度には、着物の伝統、種類や約束事などについて十分に説明を受
ける時間がなくなっている。少人数がモデルとなり、残りの学生は見学するという方法も
あるが、見学と実際に着てみることの間には質的な違いがある。現在は、抽選で着物とゆ
かたを着る学生に分け、全員和服を着ることができるようにしているが、それと背景知識
を得ることを両立させるため、来年度以降、授業を2回にし、1回目に着物について話を聞
く時間を設けることを計画している。
⑶ 協力者への負担と経費面での対策
　今後とも協力者個人への負担が大きすぎないプログラムにしていくよう努めていかなけ
ればならないが、同時に、公共交通機関で行きにくい場所へ出かけることや複数の専門家
による支援などの可能性を広げるために、一定の授業補助が大きな役割を果たすと思われ
る。
⑷ 体験と知識とのバランス
　4．6.で述べたように、文化体験には、体験でしか得られない価値があると同時に、知識
の裏付けなしには、単なる楽しい経験で終わってしまう危険性がある。教室を出ることか
ら始まったプログラムであるが、そのよい面は維持しつつ、知識とのバランスをとるよう
にしていくことが本プログラムの今後の大きな課題と言える。
　日本文化体験授業は手探りの状態から始めて4年になる。年度ごとに、学生の評価や希
望を踏まえて内容を見直し、新しい協力者との関係作りや新規の方法を取り入れるなど、
常に改善を重ねてきた。今後も地域のさまざまな人々と関わりながら、我々にできる最善
の形で留学生が日本文化を体験できるよう、日本文化体験授業の発展に向けて努力を続け
ていきたい。
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資料
　「日本文化」アンケート（日本語の質問項目のみ）
１．出身国：
２．年齢：
３．日本文化授業の内容全体は、どうでしたか。
　　①とても満足　　②満足した　　③不満　　④とても不満
　その理由：
４．特に興味を持った内容は何ですか。いくつ選んでもかまいません。（項目省略）
　　　また、その理由は何ですか。
５．日本文化体験授業で受けたい上記以外の内容は何ですか。
６．日本文化体験授業の感想
７．日本文化体験授業をもっと良くするためには
